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古
文
街
書
平
安
中
期
点
の

字
音
注
記
の
出
典
に
つ
い
て

はしがき

奈
良・
平
安
時
代に
お
ける
我が
国の
漢
字
音の
習
得に
は 、
先
人
か
ら
直

接口
授
さ
れる
事が
有
力
な
方
法で
あっ
た
と
考
え
ら
れる
が 、
更に
も
う一

つ
の
方
法と
し
て 、
支
那
原
撰・
本
邦
所
撰の
韻
書・
字
書・
音
義・
注
解
等

(注l)

の
反
切
や
同
音
字
注
を
参
照
しつ
つ
習
得
する
方
法が
存
在し
て
い
た
と
考
え

ら
れる 。
と
の
事に
関
し
て
は 、
橋
本
進
吉
博
士
を
始め 、
馬
淵
和
夫 、
築
島

(注2)

裕
博
士
等の
論じ
ら
れた
所で
ある
が 、
単に
推
定の
みで
な
く 、
実
際の
古

記
録
や
訓
点
本に
よっ
て
確
か
め
ると
と
も
出
来る 。
例
えば 、
や
や
時
代
は

下る
が 、
藤
原公
任(九六六t一
O四一
年〉
撰の
石
山
寺
本
大
般
若
経
字
抄
に

『
乃
検
近
代人ミ
所
撲
音
義或
雌
立
話
詳
墜
授
所
在
之
間
早
難
縛
讃或
雄
注

峡
指巻
案
反
音
之
蕗
自
致停
滞
加
之
随
音
而
述
旨
窓
不
允
[
者〕
有一一一
』

(中国祝夫・
築島裕博士共編油印本・
五三頁)
と
ある
如
く 、
当
時
の
人
々

の
撰し
た
音
義の
反
切を
「
案ジ」
て
字
音
を
習
得し
た
面の
あっ
た
事が
分

り 、
又 、
藤
原
頼
長の
「
台
記」
に
は
『
天
養
元
年七
月
廿五
目 、
辛
成
今
明

物
忌
自
今日
周
易
蒋
文件特
叩
漬
記
之
文四脱
税制肌也懸
賞
勾
追
可
使人
書
付
本

経
也
其
聾
有
不
審
令
生
徒
引
勘
東
宮
切
韻
知
之』
(
史
料
大
成)
と
あっ
て 、
東

沼

本

明

克

宮
切
韻が
字
音
学
習に
利用
さ
れて
い
た
事が
分る 。
更に
又 、
訓
点
資
料に

目
を
向
ける
と 、
平
安
初
期・
中
期に
加
点
さ
れた
資
料に 、
切
韻や
玉
篇か

(注3)

らの
字品目
注の
見出
さ
れる
事 、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
点の
如
く 、
白
点の
仮
名

音
注が
本
文
顔師
古
割
注
中の
反
切
注や
同
音
字
注に
よっ
て
導き
出
さ
れた

(注引J)

もの
で
ある
事が
明
らか
な
資
料も
現
存して
い
る 。

き
す
れば 、
本
邦
漢
字
音の
追
究に
当つ
て
は 、
各
資
料の
漢
字
音の
仮
名

表
記の
み
を
取
り出
し 、
そ
れの
み
を
以っ
て
論
じるの
で
は
不
十
分で
あっ

て 、
そ
うい
う
仮
名
表
記が
何
故そ乙
に
現
わ
れて
い
るの
か 、
と
い
うその

仮
名
表
記の
醸成の
跡
を 、
反
切
注や
同
音
字
注との
関連の
下に
た
ど
る
事

が
必
要で
あ
り 、
そ
うい
う
過
程を
明
ら
かに
する
事に
よっ
て
漢
字
音の
国

語へ
の
浸透
過
程に
お
ける
系
統や
変
化が
明
らかに
なっ
て
来る
と
考
え
ら

れる 。
従っ
て
当
然反
切
又は
同
音
字の
字
音
注の
みの
資
料も
積
極
的に
取

り
上
げ 、
そ
れ
らの
字
音
注が一
体どの
様な
系
統を
引
く
もの
で
あ
る
か

が 、
日
本
漢
字
音
史
研
究の
当
然
経な
け
れば
な
らない一
段
階と
し
て 、
根

本
的に
解
決
さ
れね
ば
な
らない
問題で
ある
と
思
う 。

本
稿は 、
現
存の
最
も
古い
漢
籍訓
点
資
料の一
で
ある
古
文
尚
書
平
安
中

期
点に
よっ
て 、
か
よ
うな
問題の一
面を
追
究し
よ
うと
試
みた
もの
で
あ



ヲ。 。本
資
料の
字
音
注
は 、
反
切
注と
同品目
字
注の
みで
あ
り 、
仮
名に
よ
る
字

音
注
は一
切
加
え
ら
れて
い
ない 。
従っ
てと
ζ
で
は 、
必
然的
に
そ
れ
等の

出
典の
追
究
に
焦
点を
し
ぼっ
て
考
えて
行
くζ
とに
なる 。

古文尚i!f平安中期点の字音注記の出典について

古
文
尚
書
平
安
中
期
点
は 、
現
在
東洋
文
庫 、
東
山
御
文
庫 、
神
田
喜一
郎

博
士
に
そ
れ
ぞ
れ
分蔵
さ
れて
い
る
が 、
乙
れ
等の
僚巻を
全
部
合
わ
せ
る

と 、
古
文
尚
寄
金
十三
巻の
中 、
過
半
数に
当る
約七
巻が
現
存し
て
い
る
事

に
な
る 。

さて 、
と
の
資
料に
は 、
吉
沢
義
則
博
士
が
「
遅
く
と
も
延
喜を
下
らな

(注4)い」
と
さ
れた 、
甲
種
朱
点・
墨
点 、
乙
種
朱
点・
墨
点で
ヲコ
ト

点・
声
点

・
訓
注・
字
音
注
等が
加
え
ら
れて
い
る 。
又 、
最
近
小
林
芳
規
先
生に
よっ

(注5)

て
角
筆
点の
存
する
事が
発
見
さ
れて
い
る 。
ζ
れ
か
ら
問題に
する
字
音
注

は
既
述の
如
く

反
切・
同
音
字
注の
みで
ある 。
その
書入
れの一
斑を
次
に

示
す
(
ヲコ
ト

点は
省
略) 0

オも器@
李争

え

ヰ金言@
キ吾氏

私李争
��勺。

与を
耗括

支
ぷ水鳥
居毛;

告

@
甲
朱 、

@
@
の
@
@
乙
盤 、
(
東
洋
文
庫
蔵
本
四
十
四
行
目)

さて 、
と
の
様
な
字立日
注が
現
存の
全
巻に
わたっ
て
約二
百七
十
条
見
出

せ
る
の
で
ある
が 、
乙
れ
を 、
足
利
街述
氏が
「
博
士
家の
読
書
議
蓄の
際は

(注6)

必
ず
陸
徳
明
経
典
釈
文
所
定の立固に
よ
る」
と
さ
れた
御
説に
導か
れ 、
現
存

完
本で
ある
遜
志堂
本
尚
書釈
文
(四
部
叢
刊
本)
と
比
較し
て
みる
と 、
一

致
する
例が二
百
九
条
ある 。
その一
斑を
東洋
文
庫蔵
本の
巻
首か
ら
示せ

ば
右の
知
くで
ある 。
(
掲
出は
平
安中
期
点で
字
音
注の
加
え
ら
れ
て
い
る

順
序に
従
う 。
縦
線の
上が
平
安
中
期
点 、
縦
線の
下が
通
志
堂
本
尚
書
釈

文 。
尚
平
安
中
期
点で
同
時に
書入
れ
ら
れで
ある
字
体
注・
義
注も
参
考の

為
〔
〕
で
包んで
掲
げて
お
く 。)

-
巻
第三
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《
平
安中
期
点の
本
文は
古
文で
ある
が 、
通
志
堂
本
尚
書
釈
文で
は
全
て

(注7)

指筈
体(
殺害
体)
に
改め
ら
れて
い
る 。
右
例に
お
い
て
両
者の
掲出
字が

相
違
する
の
はと
の
為で
ある 。
又
平
安
中
期
点で
は
出
典を
示
す
「
徐」

「
鄭」
等の
無い
もの
が
ある
(〈U〉」尺1
斥
塗H尺等)
が 、
と
れ
等
は

立日注の
相
違と
は
考
え
ない 。
尚
平
安中
期
点の
「
」
」
や
「
六
」
は

(注8)

「且日」
の
略
符で
ある o》

乙
の
殺
に一
致
するこ
百
九
条は 、
平
安
中
期
点舎
入
れ
字
音
注
全
体の
八

十パ
ーセ
ン
ト

に
当る 。
従っ
て 、
本
資
料の
字
音
注
も
経
典
釈
文に
基づ
い

(注9)

て
舎
入
れ
ら
れた
と
捻
定
す
る乙
と
が
出
来る 。

し
か
し
な
が
ら 、
次に
掲
げる
全
体の
約二
十パ
ーセ
ン
ト

に
当る
六
十
四

条は
通
志
堂
本
尚
書
釈
文と一
致
しない 。

。巻
第三
再
貢
第一

①
猪砂魚反(盛)
i〈mm〉張魚反

②〈却〉便普(朱)
l
a〉附
授又

①
抽出又反(盛)|
拍
車九反

④〈お〉
故活反(翠!〈お

〉古活反・

⑤
菌
求
a〉
反(
墨)
|〈

お
〉
求一
似
反

@〈お〉工
河反(朱)
|〈お

〉
諸山一州又

⑦〈幻v
F一町(町)
l孟無し

③
筆先平後去(怨)
-
撃
脱一肌又

⑨〈
お
〉附
地獄(
朱)

-〈部〉
駅前…鰍臥f〈mv

⑬
項(
頃)
苛
傾(
箆)
|

傾
窺
#
反

@〈釦〉函普(朱)
!〈む〉町

一銭又

⑫
玲

林
音(
朱)
|

琳
設立H
来
金
一民

⑬〈認〉宵歴(朱)
l
析足歴反

⑬〈
お
〉

来日
反(
墨)
|〈

担
〉
寡
白
反

⑬〈お〉馴
山政又(恐)-〈お〉町

一段駅間

⑬〈
お
〉
指
分
以(
下
欄
m閉じ
l

無
し

⑫凶齢尚一肌木作(怨)|溢
昨日Mm出

⑬〈
幻
〉
士
郎(
朱)
|

沿
音
合

⑬〈
部
〉
工
河
反(
怨)
|

無
し

⑫折魚衣(朱)
|無
し

@〈却
〉」巨(怨)l無
し

同〈ω〉吉八反(盛)|〈4vm
鋭校

。巻
第三
廿
拝
第二

@八位〉日行掛(朱)子小反(墨)
-〈必

〉芯限玉mM

@巻
第三
五
子
之
歌
第三

@〈mU〉自由胡反(墨}
|

無
し

③於六nM(怨)!
無
し

。巻
第三
胤
侃
第
四

⑧磯子庇
反(怨)
|滋子旅反

@
汗

行
故
反(
盛)
|

汗
烏
故
反

⑧〈HH〉息列反(盛)
契息閉k

。巻
第
四
湯
警
第一

@
剥」

白(
角 -
g
|

無
し

。巻
第五
盤
皮上
第
九

⑩〈
必〉

五
三氏(
怨)
|

無
し

@〈必
〉」逸(訟)|
無
し

@〈幻〉波我反(掛)|
播波餓反

@
射融制限(塁)
|射食夜 一民

@
巻
第五
盤
民
中
第
十

@諾久過反(録)
l
話胡快反・

@〈必〉」滋(怨)!被
於疫反

@巻
第五
盤皮下
第
十一

⑧
隠
於
訟
反(
怒)
|

無
し
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。巻
第五
説
命上
第
十二

@
尚
章悦〔
似
也〕(
盛)
|

肖
音
尖

。巻
第五
説
命
中
第
十一

⑧
駿」

讃(
罰)
|

類
従
木
反

。巻
第五
西
伯
滋〈mM〉第
十
六

③〈印〉曲勇反(鐙)
|無

し

。巻
第五
微
子
第
十七

⑬
員萱耳(m盟)
!云無 し(鵠低)

@巻
第
六
泰誓上
第一

@
多尺氏反{怨)
|無し

@
勲

許
云
反(
扱)
|

無
し

@ (Q) @ (Q)  ::.::: *io 0 主主52 守 51
て� tl1 � 第

」 八 普塗六
雪 梓 宣告 泰
� *;1 又 宇干
| 第 § 下十 ) 伸

53 � I コ
、J 一一 〆ヘ -

�t 51 器 〉反 普徐
呉背反蚊又

。巻第
十君〈M〉
第
十八

@〈
日〉

六
由(
鎌
企
怨
か)
|

無
し



。巻
第
十
多
方
第
廿

@八日
〉吐刀反(盛)
|無
し

@〈
訂
〉
音
逸(
曇)
|

無
し

O
巻
第
十
立
政
第
廿一

⑬
契
主同(墨)
|

契苦計反

@官宅芳各反(盛)
|

無し

古文尚書平安中j同点の字音注記の出典について

。巻
第
十二
畢
命
第
廿
六

@〈日
〉他得一民(盛)
無し

@巻
第
十二君芳
第
廿
七

@〈
臼
〉九日

間一
悩
r
m盟
会

|〈
臼〉立 u
旅

。巻
第
十二
呂
刑
第
廿
九

@〈
印
〉

惣
技
臥(
鎌
倉
阻ま)ー〈

印
〉

鰍
知士山

⑧〈
此
〉

鵠山
政

又(
鎌
倉
退
か)-〈臼

〉魚器反
。巻
第
十三
文
侯
之
命
第
品川

@
亙
普
悲
反(
鎧)
|

無
し

⑮
猷

音
由(
母)
|

無
し

⑧〈臼〉才〈印〉反(曇)
|

仔下旦反・

0巻
第
十三賀奪
第品川一

@〈
臼
〉
音
花(
怒)
|

誇一
戸
瓜
反

@〈
侃
〉
子
彫 一民(
塁)
|〈

侃
〉

了
彫
反

⑧〈
訂
〉
丁
侯(
盛)

兜
子
供
一久

⑪八
日
〉
音
牟(
盛)
|〈

臼
〉
音
矛

⑪〈
印
〉

音杜(
選)
|

社
本
又
作〈
印〉

@
途音喰(墨)
|

無し

⑬
崎直忽反(遜)
|崎直里反:

。巻
第
十三
秦
奪第
品川二

@
裁壮〈河〉反(怨)
|

裁才節反

(
通
し
番
号は
平
安中
期
点と
通
志
堂
本
尚書
釈
文と
比
較し 、

字
音
注の
巻
首か
らの
審
号で
ある 。)

そ
ζ
で
次に 、
ζ
の
様
な
不一
致の
原
因が
ど乙
に
あるの
か
を
検
討
す

る 。

一
致し
な
い

さて 、一
般
に
出
典を
追
究
する
場
合 、
現
存の
何に
当て
て
そ
の
原
典を
考

え
る
か
が
大
き
な
問
題
と
な
る 。
平
安
中
期
点
書入
れ
字
音
注の
場
合も 、
概

して
経
典
釈
文か
ら
引
用
さ
れて
い
る
事は
分る
わ
けで
ある
が 、
そ
の
経
典

(注ω)

釈
文が 、
宋
刊
本の
系
統
を
引
く

通
志
堂
本に
そ
の
ま
ま
当て
は
まる
と
は
考

えに
くい 。

何
故な
らば 、
清
朝の
諸
学者 、
又
本
邦の
諸
先
学が
種々
の
面

(注U)

か
ら
明
らか
に
さ
れて
い
る
如
く 、

宋
刊
本は 、
「
粗
漏に
よ
る
脱
落」
「
校
訂

の
無
識に
よ
る
批
謬」
「
窓
意
な
る
改
良」
が
行
わ
れ 、
原
形が
改
変
さ
れ
て

い
る
点が
多々
存
するの
で
ある 。
従っ
て 、
先に
指
摘した
如き
不一
致
例

の
見
出
さ
れる
原
因に 、
通
志
堂
本の
方が
改
変さ
れた
為で
ある
事が
十分

考え
ら
れる 。
と
す
れば 、
平
安
中
期
点の
書入
れ
字平日
注を
直接
通
志
堂
本

と
比
較
する
の
で
な
く 、
出
来る
だ
け
加
点
者の
参照
した
経
典
釈文に
近
い

形の
もの
と
比
較
して
みる
必
要が
ある 。

そ
の一
つ
の
方
法と
して 、
本
邦で
撰述
さ
れた血日
義・
字書・
類書・
注

釈
蓄等の
中に
引
用
さ
れて
い
る
経
典
釈
文を
集め 、
と
れと
比
較して
みる

方
法が
考
え
ら
れる 。
し
か
し
管
見の
及ん
だ
範
囲で
は
左
記の
五
条が
拾
え

(注ロ)

た
の
みで 、
平
安
中
期
点の
書入
れと
比
較
する乙
と
は
不
可
能
で
ある 。

@
法
華
経
釈
文 。
(訓
点
省
略)

出
内雌

一銭反対姉字
謀総付紙
(巻
中二
十
四
丁
哀)

O弘
決
外
典
抄 。
(訓
点
省
略)

其
猶〈
九
〉
火

現館
総
鶏
繰
倍
(
金
沢
文
庫
本
震
製
巻
一
・

十一
ウ
2)

礼
有三
宮川
礼
儀
礼々
記

劉翻福
繁
諮問船
協凱(同
警
て
七オ2)

欲将道徳迫之名登
貯
繍矧配鎖北輔也〈ηv音昆鴎歩〈同巻二・

八オ7〉

博
物
志
云
皇
帝
問
天
老
日
識調伝(宝永刊本複製巻四・一一
十八オ3)

そこ
で
次に
現
存の
唐
紗本
尚
書
釈
文との
比
較に
よっ
て
平
安
中
期
点
書

入
れ
字
音
注の
性
格を
明
らかに
し
よ
うと
思
う 。
但
現
存
唯一
の
唐
紗本
尚
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書
釈
文で
ある
敦
建
本
尚
書
釈
文は 、
巻
第一
尭
典
第一
の一
部(巻首欠) 、
及

び
舜
典
第二
全
部 、
と
伎か
し
か
残
存
し
て
い
ない 。
し
か
もと
れ
等
秀
典・

舜
典の
部
分
は
平
安
中
期
点で
は
本
文が
欠
けてい
るの
で 、
乙
の
両
者を
直

接比
較
すると
と
が
出
来な
い 。
そ乙
で
ま
ず
敦
燈
本と
通
志
堂
本と
比
較
し

その
相
違
点が二
十
頁以
下の
不一
致
例
と
どの
様
な
対
応
を
示
す
か
とい
う

観
点
か
ら
考えて
み
る 。

敦
燈
本と
通
志
堂
本との
相
違
点は
次の一
l五

に
要約出
来る 。
(
敦燈

本は
漏サ分楼
秘
笈
第
四
集に
依る 。)

て
通
志
堂
本で
掲
出
字が
削
減
さ
れてい
る 。

川円
敦
油圧
本で
は
古
字で
掲
げ
ら
れ 、
注が
字
体の
みに
関
す
る
も
の 。

(
縦
線の
上
が
敦
燈
本)

〈刀〉枯切
|
無
し

〈日〉〈符〉柏戸缶
ll
無
し

〈苅〉枯其
|
無
し

大
耐枯能
|
無
し

絞〈明川〉
封一ー
無
し

灰時似耕〈沌〉
|
無し、
等多
例 。

(通士山
堂
本の
掲
出
字は
全て
椅
書
体に
改め
ら
れてい
る 。
従っ
て
敦
燈

本で
字
体
注の
みの
掲
出
字は
通
志
堂
本で
は
全一
て
削
減
さ
れて
い
る 。)

川開
敦
畑正
本の
注に
字
体注と
義
注
と
ある
もの 。

〈乃〉
一純一字|
無
し

〈叩山〉
諒鈴
l
無
し

〈mv
精一字
|
無
し

〈位〉
誠司T
1
無
し、
等。

ω
敦
燈
本の
注が且日
注の
みの
もの 、
又
音
注と
義注と
ある
もの 。

八回〉
救精一肌
無
し

又四刊陥
ーl
無
し

段
目奴一M適
|
無
し

女
耐拙
|
無
し、
等。

二 、
敦
燈
本で
字
体
注・
義
注・
音
注の
三
者が
共
存
する
場
合 、
通
志
堂
本

で
は
音
注の
み
を
残す
もの
が
ある 。

〈剖〉〈回〉
談
話〉力
|〈幻〉励之、
〈部〉討
核問解
明反
|〈卯v
q、

〈川目〉
錦町
援也
!
兜
号、
共工
認
篇
共工
鶴岡、
等。

三 、
通
志
堂
本で
音注が
増
補さ
れてい
る 。

姦一対
脱
税説
ーー
姦肘顔、
〈部〉
一誠一ga
--
時間由、
議
|
議制問士、

〈伺vm文作
l〈日出〉州問徒、

(ζ
れ
等は 、
その
出
典を
「
切
韻」
と
明
記して
ある
もの
もあ
り 、

無

い
もの
も
又
王
仁
的問刊謬
補
峡切
韻に一
致
するの
で 、
切
韻に
よっ
て
増

補さ
れた
と
考
え
ら
れる 。
即
ち
原
本経
典
釈
文に
は
切韻か
らの
引
用
音

注は
無

かっ
た
と
考え
ら
れる 。
と
の
事は
他の
唐
紗
本
釈
文に 、
同
様に

切
韻か
らの
引
用
音注の一
切
見出せ
ない
事に
よっ
て
も
哀
づ
け
ら
れ

る 。)
四 、
敦
燈
本で二
t三

ある式日注が
通
志
堂
本で
削
減
さ
れてい
る 。

華一阿部肌又
|
華炉化、
鼠枇一叫一仰
向付!
盟批乱

〈回〉
持問問劫抗
議一蹴駄
11〈拘V撒服、
寅一一昨隣府夷
ll
寅制静徐、

(と
の
中に
は 、
内断剛一如|納跡鋭の
様K 、
同
音
字注に
用い
ら
れた
字

が
掲
出
字と
して
用い
ら
れた
為に
反
切
注だ
け
残っ
た
も
の
が
見
出
せ

る 。)
五 、
音
注の
用
字に
相
巡の
ある
もの
が
見ら
れる 。

刷
用
字は
異な
る
も
音は
同じ
で
ある
もの 。

稲吐万反
|稲土刀
反、

否方九反|否方久反、
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立口〈 9〉
出H笑、

出円
9
11

尚円

徽
在地反
l
徽許空氏、



逼安志反
|通安葛反、

妻七計反
l

妾千計反、

国肘徐甫赤反
-|

畔徐前亦反、

〈即〉枇其反
|

媛耽人反、

〈肌〉扶貨反
|

刻扶味反、

制刈勅伴反l
矧丑律反、

共王恭勇反
|

共己勇反、

ω
用
字
も
異な
り
且つ
音
も
異な
る
もの 。

機直歴反
|

機大庭反、
級
(
定
母) 、
直
(
澄
母) 、
大
(
定
母)

女憲一扱反
|

女而披反、
女
(
娘
母) 、
思
(
娘
母) 、
而
(日
母)

柴仕佳反
|

柴士皆反、
柴
(
佳
韻) 、
佳
(
佳韻) 、
皆(
皆韻)

巡以遵反
l

巡似遵反、
巡
(
邪
母) 、
以
(
愉
母) 、
似
(邪
母)

古文尚幸子平安中期点の字音注記の出典について

照食欲反
|

賊石欲反、
照
(乗
母) 、
食
(
乗
母) 、
石
(禅
母)

〈即〉吐万反
-|八四〉七万反、

〈問〉
(透
母) 、
吐
(透
母) 、
七
(
清
母)

〈即〉波佐反
|

播波左反、
播
(
過
殻) 、
佐(
箇韻) 、
左
(〈山山〉韻)

姐才拾反
|

殖才枯反、
狙
(
模
韻) 、
措
(
十日輩出) 、
枯(
模韻)

(
右の
諸
例
中 、
切
韻
系
韻
警に一
致し
ない
もの
が
敦
燈
本
に
見
出
せ

る
が 、
と
れ
等
を 、
劉
昌
宗・
李
軌・
郭
象・
徐
遜・
字
林
等
六
朝
期の
諸

家の出自注と
比
較
して
み
る
と 、
よ
く一

致
する
所か
ら
原
本
経
典
釈
文に

在っ
た
もの
と
恩
わ
れる 。
今
右の
諸
例に
関
連
する
諸
家の
音注の
特
徴

を
取
出せ
ば
次の
如
くで
ある 。
舌
頭
音と
舌上
音の
相
通 、
愉
母と
邪・

休・
定・
澄
母との
相
通 。
逆花 、
通
志
堂
本の
側に
諸
家の
音注の
特
徴

を
留め
て
い
る
もの
が
ある 。
即
ち 、
娘
母と
日
母との
相
通 、
佳
韻と
皆

{注U)
韻の
相
通 、
で
あ
る 。
と
れ
等は
後に
人
為
的に
改
変さ
れた
可
能
性
も
あ

{注凶)
ろ
う 。

以
上 、
敦
短
本と
通
志
堂
本との
比
較に
よっ
て 、
概
して 、
通
志
堂
本は

原
初経
典
釈
文が
か
な
り
改
削
さ
れてい
る
とい
う
方
向で
と
らえ
ら
れる
で

あ
ろ
う 。

そこ
で
次に 、
以
上の
相
違
点が
平
安
中
期
点と
通士山
堂
本との
相
違
点と

どの
様
な
対
応
を
示
す
か
を
見て
行
くこ
と
に
する 。

第一
点 、
敦
燈
本と
通
志
堂
本との
比
較に
おい
て 、
通士山
堂
本で
掲
出
字

が
削
減
さ
れてい
る
ものの
中 、
制古
文の
字
休
注が
削
減
さ
れた
もの
の
あ

る
点 。
平
安
中
期
点
書入
れと
通
志
堂
本と
を
比
較
して
みる
と 、
次の
様な

例が
見
出せ
る 。
(
縦
線の
上
が
平
安
中
期
点 。
以下
同
じ 。)

O
巻
第三
高
貢
第一

〈削〉古
望十(怨)
l

無し

〈加〉古松字(墨)
|無し

〈川〉古幽字(墨)
|

無し

〈山川〉古路字(墨)
|

無し(〈附〉腕)
O
巻
第五
盤
庚上
第
九

〈加〉古諸字(怨)
|

無し

〈山〉古享字(墨)
|

無し

O
巻
第五
説明
下
第
十四

〈山〉古専字(墨)
|

無し

O
巻
第三
甘
容
第二

〈瑚〉古文乱(盛)
|

無し

O
巻
第三
五
子之
歌
第三

即
ち 、
古
字の
字
体
注は
通士山
堂
本に
は
見
ら
れ
ず 、
且つ
平
安
中
期
点の

字
体
注は
敦
燈
本の
字
体
注の
形
式と
同じ
で
ある 。
従っ
てと
の
字
体
注は

平
安
中
期
点
加
点
者の
参
勤
した
釈
文に
在っ
た
もの
で
原
形の
面影
を
示
す

もの
と
考
え
ら
れる 。

次に
ω
字
体
注の
みで
な
く
義
注
も
通士山
堂
本で
削
減
さ
れてい
る
点 。
ζ

の
点に
関
して
も次の
様
な
例が
見出せ 、
同
の
場
合と
同一
の
傾
向
を一不
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芙吏 貢
空き第i!!1 一
|無

無 し
し

O
巻

第
五
説
命
上

第
十
二

復白也(忽)
|

無し

O
巻

第
五
微
子
第
十
七

宮久也(怨)
|

無し

O
巻

第
三
五
子
之
歌
第

頭待
望墨)
|

無し

O
巻

第
六
泰
誓
下

第

迫進也(盛)
10無

し

〈川〉 ミ通也(墨)
|

無し

O
巻

第
五
盤
灰
上

第
九

〈山〉改也(怨)
|

無し

O
巻

第
五
盤
皮
中
第
十

督'一正也(墨)
|

無
し

O
巻

第
八
酒
譜

第
十

組育也(密)
|

無
し

蝕耐使也(怨)
無

し

O
巻
第
八
梓
材

第
十

爽近也(鐙)
|無
し

O
巻

第
五
盤
皮
下
第
十

表ミ辞也(盛)
|

無
し

越ミ辞也(盛)
|

無し

越川崎也(盛)
|無

し

O
巻
第
十
三
表
幹

第
品川

〈旧〉用也(怨)
|

無
し

自用也(墨)
|無

し

更に 、
ω
音
注の
みの
もの 、
出回
注・
義
注の
両
者の
加
え
ら
れてい
る
も

の 、
が
通
志
位
本で
削減
さ
れて
い
る
点 、
につ
い
て
も
次の
様
な
例
が
在

る 。
(数
字は二
十
頁以
下の
通
し
番
号に
同
じ 。)

⑬〈旧〉掘削分反
|無

し
《
彼
我
反・
波
餓
反・
波
佐反・
等》

⑬〈お〉工河 一民
|

無し
《工
可
反・

尚書釈文二例
胡可反・

毛詩釈文》

@
7W 品川衣
銅山
し
《
魚
依反・

尚特釈文阿武知一》

@〈ぬ〉」巨|
無し

(
音
巨・

噌
禁
論
笠)

@〈必〉直類反
無

し
(直
類反・

梶山
明押収札制問減。xr闘机一糊拭氏釈文)

@
於六烏
|

無
し

(
音
烏・

北未刊本春秋友氏釈文)
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@
剥」 白
11無
し
《
邦
角反・

明朗鰍奴
普ト
反・

毛詩釈文》

@〈必〉五草川反|
無

し
(五
茶反・

尚脊釈文太甲下第七)

@隠於設反
|無

し
(
於謹
反・

諜鰐対礼記釈文)

⑮〈印〉曲勇反
|

無
し
(曲
勇反・

腕一間報収什
一蹴蛾文)

@
修尺氏反
|無

し
《間

接又・
附
領政七
制限臨又・

礼記釈文》

@
勲許云反
-|無

し
(
許
云
反・

尚替釈文発典第一)

@〈山〉六 白
l

無
し
(
音由・
毛詩釈文)

@〈日〉 吐刀反
|

無
し

(吐
刀
反・
教総本尚お釈文)

⑬
む努各反
|

無
し
(
努各
反・

尚陥釈文側
鴨川町一)

@〈回〉他得反
|無
し
(他
得反・

蝋閥
均押収制
一誠一則一
腕側一
議日割釈文)

@
毛 u悲反
|無
し
(
普悲
反・
4
d
領
鯉)

@
猷昨 日由

無
し
(且口
出・
尚舎釈文大獄第九)

⑫泡
立制

無
し

但
注意
すべ
き
は 、
仮に
平
安
中
期
点の
加
点
者が 、
乙
れ
等の
音
注
を
経

典
釈
文
以
外に
よっ
て
加
えた
と
す
れば
通
志
堂
本に
見出せ
ないの
は
当
然

で
ある 。
そ乙
で乙
れ等の
音注
が
経
典
釈文
中の
もの
で
あっ
た
か
ど
うか

を
検
討
し
て
み
る
に 、
@〈鈎〉 、
@〈必〉 、
@
於 、
@〈必〉 、
⑧問 、
@〈印〉 、
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⑫
勲 、
@〈
川〉 、
@〈
臼〉 、
@
宅 、
@〈
印〉 、
@
}A勺
⑮
猷 、
の
十
三
条
の
音

注
は 、
下
の
(
)
の
中
に
掲
げ
て
お
い
た
如
く 、
他
の
経
典
釈
文
の
部
分
に

同
形
の
音
注
が
見
出
せ
る
所
か
ら 、
経
典
釈
又
の
も
の
で
あ
る
ζ
と
が
分
る 。

従
っ
て 、
と
れ
等
諸
例
は
平
安
中
期
点
加
点
者
の
参
勤
し
た
釈
又
に
は
在
っ
た

も
の
で 、
そ
れ
が
通士山
堂
本
で
は
削
減
さ
れ
た
為
の
不一
致
例
と
考
え
ら
れ

る 。
但
し、
⑬〈
凹〉 、
⑬〈
お〉 、
@
折、
⑫
剥 、
@
修 、
六
例
は 、
釈
文
の
他

の
部
分
に
平
安
中
期
点
と
同
形
の
音
注
は
見
出
せ
な
い 。
⑬
「〈
山〉」
は
欄
外

書
入
れ
で
あ
り品目
注
と
し
て
書
入
れ
た
も
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る 。
そ
の
反

切
の
示
す
音
は
「〈
山〉(
播
ご
字
に
は
無
い 。
⑬
「
河」
に
は 、
本
例
も
含
め

て
二
例
同
じ
工
河
反
が
加
え
ら
れ
て
い
る 。
或
い
は
乙
れ
が
原
初
形
を
保
つ
も

の
か 。
@
「
折」
に
も
二
例
の
反
切
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が 、
他
の
例
は
「
魚

依
反」
と
通士山
堂
本
と
閉
じ
形
で
あ
る 。
本
例
は
誤
写
の
可
能
性
が
あ
ろ

う 。
@
「
剥」
は
釈
文
中
で
は
《
》
内
の
如
く
い
ず
れ
も
反
切
注
で
あ
る 。

又
切
韻
系
韻
書
そ
の
他
に
照
会
し
て
み
て
も
と
の
注
音
字
と
被
注
音
字
と
は
向

車固
に
な
ら
な
い 。
更
に 、
乙
の
「L
白」
は
角
筆
点
で
も
加
え
ら
れ
て
お
り 、

(注目山)

墨
点
は
こ
れ
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て 、
平
安
中
期
の
他
の
漢
籍
訓
点
資
料

の
角
錐
点
の
字
音
注
も
全
て
加
点
者
の
私
案
に
出
た
和
風
音
注
と
考
え
ら
れ
そ

(注目)

う
で
あ
る
か
ら 、
結
局
ζ
の
「
」
白」
は
和
風
音
注
で
あ
っ
て 、
釈
文
中
に
は

無
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
@
「
修」
は 、
反
切
父
字
の
異
な
る
も
の
は

釈
文
の
他
の
部
分
に
も
見
出
せ
る 。
但
参
考
と
し
て 、
東
洋
文
庫
蔵
尚
書
元
徳

二
年
点 、
静
茶
飲
文
康
政
尚
舎
南
北
朝
期
点
の来口
入
れ
を
見
る
に 、
そ
れ
ぞ
れ

「
尺
氏
反」
「
尺
氏
反
又
式
氏
反」
と
い
う
音
注
が
見
え
る 。
恐
ら
く
平
安
中

期
点
の
音
注
は
原
初
形
を
保
つ
も
の
で
あ
ろ
う 。
尚
@
「
逸」
は
釈
文
の
他
の

部
分
花
見
出
せ
な
い
の
で
不
明
で
あ
る 。

以
上

第一
点
を
要
約
す
る
と 、
二
十
頁
以
下
の
不一
致
例
の
中
に 、
平
安
中

期
点
の
書
入
れ
が
原
初
形
を
保
つ
為
に
出
た
も
の
の
あ
る
事
が
指
摘
出
来
る 。

第
二
点 、
敦
燈
本
で
字
体
注・
義
注・
音
注
の
三
者
が
存
す
る
場
合 、
通
志

堂
本
で
は
音
注
の
み
を
残
す
傾
向
に
つ
い
て 。
ζ
の
点
に
つ
い
て
も
次
の
如
き

例
が
見
出
せ
る 。

O
巻

第
三
高
責

第一

〈
1〉〈2V
縛
雪
作〈3〉
|〈
3v
髭

O
巻

第
五
盤
皮
下

第一

弔車目
的
至
也
|

弔点目
的

O
巻

第
五
説
命
上

第
十

肖
官
咲
似
也
|

肖出口
笑

O
巻
第
六
泰
評
中

第
二

〈
問〉
昔一輪
呼
也
|〈

問〉
音
喰

O
巻

第
十
二
皐
命

第
廿
六

比札口秘側刷出l広宜H秘

O
巻

第
十
二
問
命

第
廿
八

足
将
住
反

刻州制
|

足
将
住
反

即
ち
平
安
中
期
点
書
入
れ
に
参
勘
さ
れ
た
経
典
釈
文
が
敦
短
本
と
同
体
裁
の

も
の
で
あ
っ
た
事
を
予
想
さ
せ
る 。

第
三
点 、
敦
燈
本
に
見
ら
れ
な
い
音
注
が
述
志
欽
木
で
は
切
加
に
よ
っ
て
増

補
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て 。
と
の
点
に
関
し
通士山
堂
本
で
切
韻
と
明
示
し
て

あ
る
音
注
が
平
安
中
期
点
に
見
得
る
か
ど
う
か
を
見
る
と
次
の
様
で
あ
る 。

(
上
が
通
志
堂
本
の
音
注 。)

O
巻

第
三
南
京

第一

〈
山〉
切
韻
側
魚
反
|

無
し

〈
凶〉肝側即位制一肘
分
ll〈

m〉
子細
反

O
巻

第
六
泰
容
よ

第一

5市士山以切
正J

R
韻
常
利
反

罪
[

O
巻

第
十
二
呂
刑

第
廿
九

O
巻
第
五
微
子

第
十
七

老

鰭縦一肌
l〈

m〉
毛
報反

と
の
諸
例
の
中
平
安
中
期
点
の
書
入
れ
に
見
え
な
い
も
の
は
加
点
者
の
参
勤

し
た
釈
文
に
無
か
っ
た
も
の
か
在
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
引
用
し
な
か
っ
た
も

〈
出〉

切
韻
武
延
反
|

無
し

締
切
韻
尺
玉
反
|

無
し
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の
か
不
明で
ある 。
但 、
〈問〉・
毛の二
字の立日
注は
切
却の
音注が
引
用さ

れて
い
な
い
事に
よっ
て
参
勤
さ
れた
釈
文に
は
切
韻か
らの
音注は
無
かっ

た
もの
と
考
え
ら
れる 。
即
ちζ
の
点
も
敦建
本の
如き
原
初
形
釈
文で
あっ

た
と
推
定せ
しめ
る 。
尚 、
@〈必〉」滋
|

械於厳反
に
お
け
る
通
志
堂
本の
於

師団
反
も切
韻に
よっ
て
増
補
さ
れた
もの
と
思
わ
れる 。

第
四
点 、
敦
煙
本に二
t三

ある土日注が
通士山
堂
本で
は
削
減
さ
れて
い
る

点につ
い
て 、
比
較
し
て
み
る
と
次の
如き
例が
見出せ
る 。

@
射融制服
|

射食夜反

⑫〈印〉川球
技限

i〈印〉徐如志反

@〈臼〉
鵠…一肌又
〈臼〉魚器反

⑫ ③  
随 〈

28 作於 、 ，
|削 | 昨音反 I I1>HL 
4本 l 悶居

キ 凶 幼生L
'v' 於字 反音質又 又8

I疋i乍!閥、ノ
i溢幼徐

反又
居
29 

と
れ
等は
傾
向か
ら
言
う
と 、
敦
油圧
本と
通
志
堂
本との
比
較の
際と
同
じ

く 、
通
志
堂
本の
側で
削
減
さ
れた
と
思
わ
れる
もの
で
ある
が 、
平
安
中
期

点の
加
点
者が
他の
典
拠に
よっ
て
加
えた
可
能
性
もあるの
で一
応の
検
討

は
経ねば
な
らな
い 。

ま
ず
「〈悶〉」
の
経
由民釈
文の
他の
箇所で
の
音注
を
見る
と 、

O毛
詩
釈
文
甫田
之
什
第
廿一

一

O毛
詩
釈
文
蕩
之
什
廿五

一

〈凶〉其〈日〉反又其休反

一

O
儀
礼
釈
文
第
九

一

以〈問〉音〈お〉劉巨〈明日〉反

〈凶〉〈
m〉
校総
箆賜販
路
臨時

〈
問〉〈
m〉

財
釧
一穀
勧
幼
反
又
カム
鈎〉
反

が
見
ら
れる 。
平
安
中
期
点に
見
ら
れて
通
志
堂
本に
見当り
れ
な
い
「
幽
林

(反
こ
を 、
右の
摘出
例の
中に
捜
すと 、
毛
詩
釈
文
第
廿一
二
例
目に
掲
げ

た
「
カ
幽
反(
来
母
幽
韻)」
がζ
れに
当
る
と
思
わ
れる 。
即
ち
平
安中
期
点

の
「
幽
林(反)」
は 、
参
勤した
釈
文に
「
林
幽反(
来
母
幽韻
ご
と
あっ
た

の
を
誤
写
した
もの
と
考
え
ら
れる 。
次に 、
⑫
「
随」
は 、
通士山
堂
本で
本

掲出
字の
九
例
前に
「
溢音逸」
な
る
音注が
あるの
で 、
通
志
堂
本
が
「
音

逸」
を
脱
刻した
もの
と
思
わ
れる 。
次に 、
③
「
射」
の
経
典
釈
文の
他の

箇所で
の
音注
を
見る
と
次の
如き
例が
見出
さ
れる 。

。周
礼
釈
文

射食亦反
|二

例

射食亦反
|八

例
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射
童相反
l一

例

O
射
線蹴又
二
例

狐
射
器…又

|一
例

射食夜反|一
例

射
市夜反
!一

例

。儀
礼
釈
文

射食亦反|
四
例

。礼
記
釈
文

無
射音亦
|六

例

右の
如
く 、

種々
の
形が
見ら
れる
が 、
平
安
中
期
点の
音注は 、
唐
紗
興
福

寺
本に
も
見
ら
れる
礼記
釈
文の
「食
亦反
又
食
夜
反」
を
誤
写
した
もの
と

考
え
る 。
通士山
堂
本はこ
の
「食
亦反」
を
脱
刻した
も
の
で
あ
ろ
う 。
@

「〈印〉」・
@
「〈臼〉」
は
釈
文の
他
の
箇
所
で
も
「
如士山反」
「
魚
器
反」

な
る
反
切
し
か
無い 。
そ乙
で
今 、
静
嘉堂
本
尚書の
該当
部
分
を
見
る
と

「〈印〉」
に
対
し、
「
徐
如志反
裁
耳
也
字
林牛
口反」
と
い
う
書入
れが
見

え
る 。
乙
れ
を
根
拠に
考える
に 、
原
初
形
釈
文に
は 、
平
安
中
期
点
書入
れ

の
如
く

字
林か
ら
引
用
じた「
牛〈臼〉反」
「
牛
例反」
が
あっ
たの
で
は
な
い

か
と
息
わ
れる 。
敦短
本と
通士山
堂
本と
を
比
較
した
際
も 、
やは
り
字
林の

音注が
通
志
堂
本で
は
削
減さ
れる
傾
向に
あっ
た 。
ちな
みに
字
林
考逸
中

に
は
見出せ
な
い
が
集
韻に
は
去
声祭
韻に「〈印〉牛〈日〉切被耳也」「〈位〉〈臼〉

牛例切去鼻刑」
と
ある 。

尚 、
次の
諸
例は
同
音
字注に
用い
ら
れた
字が
通
志
堂
本で
掲出
字と
し



て
用
い
ら
れ
た
為
に
音
注
が
無
く
な
っ
た
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う 。

⑦〈幻〉世孟
|孟

@
@〈
訂〉L
逸
-|
逸

@員音古1l云
無
し

無
し1m 

し

@〈印〉北 川社
。|
社本又作〈伺V

以
上
平
安
中
期
点
に
見
ら
れ
る
音
注
は 、
多
少
の
誤
写
は
含
ま
れ
て
い
る

が 、
原
初
形
釈
文
の
形
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。

第
五
点 、
音
注
の
用
字
に
相
違
の
あ
る
も
の
の
中 、
ま
ず
同
用
字
は
異
な
る

も
音
は
同
じ
な
る
も
の 、
は
次
の
如
く
で
あ
る 。

①
猪捗魚反
|張魚反

@〈川叫〉士ロ八反
l工八反

⑬〈槌〉音牟
ltH矛

古文尚書平安中期点の字音注記の出典について

②〈却〉便普〔反〕
|稗普反

①
柚由究反
|由究反

@
肖音咲|苦笑

@
汗汗故反
l-烏故反

④〈幻〉故活反
1古活反

⑬〈
日〉
枠
制反
14
将
兵反

⑬〈初〉函普
le--

亡

浅反

⑬〈泊〉来日反|
寡白反

右
の
諸
例
の
中 、
掲
出
字
が
唐
紗
本
系
釈
文
(
敦
燈
本
尚
書
釈
文・
興
福
寺

本
礼
記
釈
文・
唐
開
元
写
周
易
釈
文)
中
に
見
ら
れ
る
も
の
は
「
向
昔〈鈎〉(
敦

燈
本
尚
書
釈
文
ご
一
例
で
あ
る
が 、
乙
れ
は
平
安
中
期
点
の立日
注
と
酷
似
し

(注げ)

て
し
て
お
り 、
文
@
「〈
初〉」
に
は
金
沢
文
庫
本
北
宋
刊
本
春
秋
左
氏
釈
文

に 、
@
「〈
日
ど
に
は
尚
書
元
徳
点
に 、
そ
れ
ぞ
れ
平
安
中
期
点
と
同一
の
音

注
が
加
え
ら
れ
て
い
る 。
と
れ
等
は
恐
ら
く
釈
文
の
原
初
形
を
示
し
て
い
る
も

の
で
あ
ろ
う 。
そ
の
他
の
例
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
が 、
但 、
平
安
中
期
点

の
誤
写
で
は
な
い
か
と
疑
え
ば
疑
え
る
も
の
と
し
て
「
汗
斤
故
反
|烏
故
反」
が
あ

る 、
反
切
の
帰
字
と
父
字
が
同一
字
で
あ
る 。
ζ
の
様
な
反
切
形
は
極
め
て
稀

(注国)

で
は
あ
る
が 、
全
く
古
例
が
無
い
と
はニ一一口
え
な
い
の
で
単
純
に
誤
写
と
す
る
事

も
出
来
な
い
で
あ
ろ
う 。

次
に
ω
反
切
用
字
も
異
な
り
且
つ
音
も
異
な
る
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る 。

⑤
菌求〈MV反
i求阪一氏 、
菌
(
準=一
韻) 、
〈剖〉
(
準三
韻) 、
隙
(〈問〉四
韻)

命〈犯〉エ河反|士可反 、〈お〉
舗
網一 、
紅一
盟問 、
吐一
龍一

⑬〈
担〉
背
歴|
星
歴反 、〈
辺〉
(
心
母) 、
青
(
清
母) 、
星
(
心
母)

⑫〈
必〉
子
老
|
子
六反 、〈
必〉

(
肴
韻) 、
老
(
豪
韻) 、
六
(
屋三
郎)

(
宵
韻)

@
磁

子
牒
反
-|
子
康
一民 、

脱出
(
精
母) 、

子
(
愉
母) 、

子
(
精
母)

⑧〈川叫〉息列反
l息例反 、〈川叫〉
(〈印〉
韻) 、
列
(〈印〉
韻) 、
例
(
祭
韻)

⑫〈
即〉
波
我
反
!
被
餓反、〈

即〉
(
過
額) 、
我
(
寄
韻) 、
餓
(箇
韻)

@
話久
道反
|
胡
快一民 、
話
(
匝
母)、
久
(
見
母) 、
胡
(
匝
母)

⑧〈
倒〉
才〈
印〉反|下
E直 、〈

倒〉
(
匡
母)、
才
(従
母) 、
下
(
匝
母)

⑮〈印〉子彫反
1l了彫反 、八日〉

(来
母) 、
子
(精
母) 、
了
(来
母)

@
〈
釘
〉
了
侯
反

|
子
俣
反、

〈
門別
〉

(

端

母)
、

丁

(

端

母)
、

予

(

精

母)

⑬
崎直恩反
-|直皇反、

崎
(止
韻) 、
思
(之
韻) 、

皇
(止
韻)

，
(士
山石川山)

@載壮節反
|才節反、

裁(
従
母) 、
壮
(
荘
母) 、
才
(従
母)

と
の
様
に
ニ
者
の
音
が
異
な
る
場
合
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
を
判
定
す
る
に
は

や
は
り
ま
ず
切
韻
系
韻
蓄
に
比
較
し
て
み
る
外
は
な
い 。
し
か
し
切
韻
系
書
に

合
致
す
る
事
が
経
典
釈
文
の
正
し
い
反
切
形
で
あ
る
絶
対
的
論
拠
と
な
ら
な
い

事
は
言
う
ま
で
も
な
い 。
但
両
者
の
反
切
に
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
た
も
の
の
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ある
場
合 、
切
韻
系
韻
書に
合
う
事は一
つ
の
判
断の
基
準に
な
ろ
う 。
ζ
の

観
点か
ら
ま
ず
誤
写・
誤
刻
を
指
摘し
て
お
く 。

⑥
〈
犯
〉

通
志堂
本の
「士
可

反」
は
「
工

可

反」
の
誤
刻 。

⑧
殺
平
安
中
期
点の
「
子
旅反」
は
「
子
廉反」
の
誤
写 。

⑧
〈川崎〉
通士山堂
本の
「息
例
反」
は
「息列
反
」

の
誤
刻 。

⑧〈臼〉
平
安
中
期
点の
「
才〈印〉反」
は
「
下〈悶〉反」
の
誤
写 。

@〈前〉
平
安
中
期
点の
「
子
彫
反」
は
「
了
彫
反」
の
誤
写 。

⑧
〈川町〉
・

通
志堂
本の
「
子校
反」
は
「丁侯反」
の
誤
刻 。

次に
乙
の
六
例
を
除
く

①
⑥
⑬
@
@
@
@
@の
八
例は 、
ど
ち
らが
原
初
経

典
釈
文に
あっ
た
か
とい
う
観
点か
ら
追
究
して
みる 。

ま
ず
平
安
中
期
点の
反
切
形が
仙の
釈
文の
筒所
む
し
くは

古
点本
書
入
れ

に
見
得る
もの
は
原
初
形
釈
文に
あっ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う 。
そ
れは
左の

二
例で
ある 。

⑤

菌
求〈
引山
〉一
以

(

静止
が

笠

本

的

舎

当

入

れ
)

@
〈加〉彼我
反

(通
志
堂
本

礼
記

釈
文

文王世
子
第八
)

次に
平
安
中
期
点
主
入
れの
反
切
形が
白川
紗
本を
含め
釈
文の
他の
箇
所 、

古
点本
会
入
れに
全
く

見出せ
ない
もの
は
平
安
中
期
点
主
入
れの
方が
改
変

(注目)

さ
れた
可
能
性が
強い 。
そ
れは
左の
二
例で
ある 。

⑬
〈
辺
〉
背
陛
〔
反
〕

⑧

話
久
迎
以

最
後に
残っ
た
四
例は
い
ず
れ
も
該当
字が
山
紗本
系に
は
見出
せ
ず 、
通

志
堂
本に
は
見
ら
れる
が
異
なっ
た
反
切
形が
用い
ら
れて
い
る
も
の
で
あ

る 。
そ
の
反
切
形は
左の
如き
もの
で
ある 。

⑥
〈
犯
〉
エ
河
μ
・

工

可

反
・

胡

可-

反
、

@〈mM〉子老〔
巴

子
六
反・
初
交反・
初
教
反 、

@

崎
直
思
反
・

直

旦

反
、

@

哉
壮
節
反
・

才

節

反
・

才

結

反
、

通
志
堂
本に
見ら
れる
反
切
形は 、
少
くと
も
宋
代に
まで
は
遡
り
得る 。
し

か
しそ
れが
正
し
く

原
初
形
を
保っ
た
もの
か
ど
うか
は
疑
問で
ある 。
蓋し

と
の
四
反
切
形は 、
平
安
中
期
点加
点
者の
参
勤
した
釈
文に
在っ
た
も
の

で 、
原
初
形
釈
文の
形
を
示
してい
る
もの
で
あ
ろ
うか 。

第五
点は 、
要
する
に 、
平
安
中
期
点
書入
れ品目注は 、
多少の
改
変
例と

恩
わ
れる
もの 、
不
明の
もの
を
含
むが 、
多くその
反
切
形に
おい
て
原
初

形
釈
文の
形
を
示
し
てい
る
と
考え
ら
れる 。

最
後
に 、
敦短
本と
通
志
堂
本との
比
較に
おい
て
は
見ら
れな
かっ
た 、

反
切
設と
同
音
字
注との
相
違が
ある
例につ
い
て
検
討
を
加
えて
お
く 。

該

当
例は
左の
六
例で
ある 。
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⑫

玲
林
t
u

|
車

吉本企
反

@
〈
悶
〉
」
器

|
英
明器
一民

@

契
音
計

-|
苦一
計
反

⑬
〈
幻
〉
士
郎
〔
反
〕

lt
H
倉

一

⑧

鎖
」

戸l
徒
木
反

一

右の
中 、
経
典
釈
文の
他の
儲問
所に
平
安
中
期点
書
入
れと
同
じ
形が
見出せ

る
もの
は 、
⑫
玲

埜u
(毛
詩
釈文
第
廿五
「
琳
一訪日…附」

・
ちな
みに
静止対堂

本

尚

害

者

入

れ

も
「

六

林
」
)
、

⑪
〈
白
〉

立化

(

礼

記

釈

文

第

廿
二
・

毛

詩

釈

文

第

十 、
二
例・
毛
詩
釈
文
節
廿九・
以
上
「
誇背花」)
で
あ
り 、
乙
れ
等は
平
安

中
期
点が
原
形を
保つ
もの
と
考え
て
よ
か
ろ
う 。
⑬〈幻〉・
⑧
惑は
釈
文の

他の
筒
所に
例が
見出せ
ない 。
た
だ
⑬「〈幻〉」
につ
い
て
は 、
静お堂
本

尚
舎に 、
同
じ
く
「
士
郎反」
が
加
え
ら
れてい
る 。
⑫
「
玲」
の
場
合に
比

考
す
れば 、
乙
れが
原
形で
あ
ろ
う 。
⑧「
駁」
につ
い
て
は 、
同
音の「
泣」

字
に
対し
て 、
敦
燈
本
・

通志堂
本
・抱

経
堂
本

各
尚書
釈
文に
「徒木
反
」

が 、
又
辺
志
堂
本・
抱
経堂
本
各
尚
書
釈
文に
「立日
制御」
が
見出せ
る 。
平
安

@
〈
日
〉

章特
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戸
瓜
反



中
期
点の
「」
讃」
はζ
の
「
濁」
を
更
改し
た
もの
で
あ
ろ
うか 。
@〈印〉

』
器、
⑬
契苛計 、
の
二
例は
釈
文の
他の
箇
所に
多
例が
見
出せ
る
が
い
ず
れ

も
通
志
堂
本と
同じ
く
「
其器
反」
「
苦
計
反」
で
ある 。
恐
らくと
の
二
例

は 、
反
切
父
字が
脱
記
さ
れた
可
能
性が
強い
と
思
う 。
但し
単
な
る
誤
写

か 、
和
風
音注
と
し
て
加
えた
もの
か
は
決め
難い 。

以
上
要
する
に 、
@
類 、
@〈m〉 、
⑬
契を
除い
て
は
平
安
中
期
点
書入
れ

の
参
勘
者の
釈
文にと
の
形で
在っ
た
もの
で 、
原
初
形
釈
文の
形を
示
し
て

い
る
もの
と
考
え
ら
れる 。

尚 、
③
華先平後去
|胡化反又
哲比一反 、
は
釈
文の二
つの
音注が

(注初)

注
記」
に
改め
ら
れた
もの
で
ある 。

「
先
後
の

古文尚書平安中期点の字音注記の出典について

以
上の
検
討
に
よっ
て 、
二
十
頁
以
下に
掲
げた
六
十
四
条の 、
平
安
中
期

点
書
入
れ
音注と
通
志
堂
本の
音
注との
不一
致の
殆ん
ど
が 、
敦
燈
本と
通

志
堂
本との
不一
致に
対
応し 、
その
不一
致の
原
因は 、
平
安
中
期
点
書入

れ
音注の
方が
敦
短
本と
同
体
裁の
原
初
形
経
典
釈
文の
姿
を
示
し
て
い
る
為

と
考
え
る乙
と
が
出
来る 。

従っ
て 、
古
文
尚
沓
平
安
中
期
点に
見
出
さ
れる
約二
百
七
十
条の
音注・

及び
付
随
的に
加
え
ら
れた
字
体
注や
義注
は 、
経
典
釈
文と
い
う
単
独
出
典

に
依っ
て
い
る
もの
で
あ
り 、
綾
数の
典
拠に
よっ
て
加
点
さ
れた
もの
で
は

な
い
と
考
え
ら
れる乙
と
に
な
る 。
さ
す
れば 、
既に
早
く

平
安
中
期に
おい

て 、
経
書
訓
読の
際
経
典
釈
文に
依る
とい
う
態
度が
存
在し
て
い
た
事に
な

る 。
説
か
れて
い
る
如
く 、

本
古
文
尚
書
平
安
中
期
点が
大
学
祭に
お
ける
講

(注れ)

説
聴
講の
跡
を
留
め
た
も
の
と
す
れば 、
ζ
の
態
度は
単に
尚
舎
訓
読の
み

で
な
く 、

大
学
寮に
お
ける
学
問
態
度と
言い
得る
か
も
知
れない 。
同じ
く

平
安
中
期に
加
点
さ
れた
東
洋
文
庫
蔵毛
詩
平
安
中
期
点
残巻に
見
出せ
る
量

点の
字
音注
も
全て
経
典
釈
文か
ら
引
用
さ
れて
い
る
事もその
感
を
強
く
す

るの
で
ある 。

又 、
古
文
尚沼田
平
安
中
期
点が
経
典
釈
文に
よっ
て
音読さ
れて
い
た
と
す

る
な
らば 、
経
由決
釈
文の
字立日の
特
徴
が
当
然反
映して
い
る
と
仮
定
し
な
け

(注n)

れば
な
らな
い 。
従っ
て 、
本
資料に
加
え
ら
れて
い
る
声点の
体
系に
関
し

て
も 、
経
由開
釈
文との
有
機
的な
関
連の
下に
追
究し
て
みる
必
要
が
あ
ろ

う 。
又
字
音そ
の
もの
に
関
し
て
も 、
経
書訓
点
資
料記
載の
字
音とい
う
立

場か
ら 、
後に
経
典
釈
文か
らの
音注と 、
仮
名立日注と
が
加
え
ら
れて
来る

所の 、
春秋
経
伝
集
解
保
延
点 、
書
陵部
蔵
春
秋
経
伝
集
解
文、氷
点 、
大
東
急

記
念
文
庫
政
尚
書
元宮7
点 、
令官
陵
部
政
尚書
元
亨点 、
東
洋
文
庫
版
尚書
元
徳

点 、
静一始
堂
文
康成
尚
喜 、
大
東
急
記
念
文
庫政
論
語
建
武点 、
常一回
陵
部
蔵
老

(注幻)

子
至
徳
点 、
同
礼
記
宣
賢
点 、
金
沢
文
山
本
群世一U
治
安
所収
諸
経
書 、
等の
諸

資
料に
よっ
て 、
反
切・
同品目
字
注と
仮
名立田注と
を
有
機的
関
連の
下に
分

析し 、
その
特
徴
を
追
究し
て
みる
必
要が
ある
と
考
えるの
で
ある 。

最
後に
付
け
加
えて
お
くべ
き
事は 、
本
資
料
書入
れの
諸立日注
は 、
尚書

釈
文と
し
て
は
敦
燈
本の
僅かの
残巻 、
及び
孝
経
釈
文と
並ん
で
最
も
改
変

(注剖)

の
は
げし
い
通
志
堂・
抱
経
堂
両
本しか
現
存しない
今日
に
おい
て 、
原
初

経
典
釈
文の
姿
を
うか
が
い
得る
価
値を
持っ
と
思
わ
れる
点で
ある 。
た
だ

注
意
すべ
き
は 、
僅か
で
は
ある
が 、
加
点
者の
誤
写 、
或は
改
変の
例か
と

恩
わ
れる
もの
の
存
する
事 、
又
恐
らく
加
点
者の
私
案に
出た
和
風
音注で

あ
ろ
うと
思
わ
れる
例の
見
出せ
る
事で
ある 。
更に
又 、
現
状で
は
経
典
釈

文
中の
音注
で
あっ
た
か
ど
うか
決
定出
来ない
もの
も
見
出せ
る 。
乙
れ
等

の
音
注につ
い
て
は 、
我
国の
古
訓
点
資料に
書入
れの
経
典
釈
文
等を
広
く

集め 、
尚追
究し
て
みる
必
要が
あるで
あ
ろ
う 。
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〔注】
1
ζ
と
に
言
う
同
音
字
注
と
は
「
口
剖α」
の
形
の、
同
音
の
漢
字一
字で

注
音
す
る
も
の
を言う 。

2

「日
本
文
学
大辞
典」
〔
反
切〕
の項。

「白木
韻
学史の
研
究E」
一
五
四
頁

。

「報相
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
古
点
の

国
語
学
的
研
究
・

研
究
結
」

頁。

一
四
五

3

切
韻
よ
りの
音
注の見
出
せ
る
資
料
||飯

室
切金
光明最
勝王
経
註

釈、
抽出番相側
雄
伝
天暦
点 、

(
史
記
延
久
点、
文
集
天

永
点)

玉総
よ
りの
音注の見
出せ
る資
料
t||成

実
論
天
長
点、
大
乗
広
百
論
釈

論
承
和
点

、

百
論
天
安
点

、

波
書
楊
雄
伝
天
暦
点

、

(
文
集
天

永
点

、

一一
品

山

寺
本
胎
蔵
僻
見
抄
仁
平
点)
(
以
上
管
見
に
よ
る
も
の
の
み)。

引υ
拙
稿
「
漢
籍
訓
点
資
料
記
載の
字
音」
(「
国
語
国
文」
(ω∞/∞)

4
「
岩
崎
文
庫
所
蔵
尚
書
及
び
日
本
書
紀
古
紗
本
に
加
え
ら
れ
た
る
乎
己
止

点
に
就
き
て」
(「
国
語
国
文の
研
究」
所
収)。

5
本
資
料は
原
本
閲
覧の
機
に
め
ぐ
ま
れ
な
かっ
た
為
筆
者
は
十
分
角
隼
点

を
確
認
出
来
な
かっ
た
の
で
以
下
全
て
小
林
芳
規
先
生
の
移
点
さ
れ
た
も
の

を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た。
尚
本
資
料に
は
鎌
倉
期の
後
準
も
あ
る
が
乙

と
で
は一
切
ふ
れ
な
い。

6

「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教」
八
四
回
瓦 。
尚 、
新
美
保
秀
氏
は
「
我
国
古

伝
論
語
諸
古
写
本
に
書
入
れ
ら
れ
た
論
語
釈
文の
性
格
と
価
値」
(「日
本
中

国
学

会
報」
第
九
集)

の
中
で、
我
国
鎌
倉
後
期の清
原・
中
原
両
家相
伝

の
論
語
古
点
本
に
経
典
釈
文の止日
注
が
多
数
引
用
さ
れ
て
お
り、
そ
れ
等
が

古い
原
初
型
釈
文
の
型
態
を
留
め
て
い
る
事
を
論
じ
ら
れ
て
い
る。
此
の
論

文
か
ら
も
多
く
の
啓
発
を
受
け
た。

「
〈
3
〉
通
作〈
1
〉

」
(
集
韻)

、

「
〈
4

〉
同八
6
〉

」
(
玉
篇)

の

様
に
両
者
の

掲

出
字の
相
迷
が
古
文
と
精
舎の
関
係
K
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る。
し
か
し、

敦
燈
本
尚
書
釈
文
に
は
玉
叙
や
集
部
等
で
「適
作
|」
「
同
|」
「亦
|」
と

あ
る
字
体
が
全
て
古
文の
取
扱い
が
し
で
あ
る。
例
え
ば
「
恵古徳字」
I

言
語
感」

(
献
金 、
「〈
印〉制限料

等」
I「

俊
同
峻
又
同〈即〉」

(
尚
害
発
典

註)。
乙
ζ
で
用い
た
古
文の
術
語
内
容
は
敦
燈
本
に
従
う
も
の
で
あ
る。

8
「六」
(出日)
の
略
符に
つ
い
て
は
築
島
裕
博
士
注
2
引
用
替二
五
三
頁

以
下
に
論
が
あ
る0

9
経
典
釈
文
は
巻
音
義
と
し
て
編
述
さ
れ
て
い
る。
従っ
て
当
然の
事
な
が

ら
平
安
中
期
点
書
入
れ
字
音
注
の
加
え
ら
れ
て
い
る
版
序
と
通士山
堂
本の
掲

出
版
序
と
は一
致
し
て
い
る。
極
僅
か
で
あ
る
が一
致
し
な
い
も
の
が
存
す

る
が
と
れ
等
は
通
志
堂
本の
錯
簡
と
考
え
ら
れ
校
訂
を
加
え
る
と
と
が
出
来

る
。

し
か
し
本
稿
で
は
と
れ
等
を
一

々

指
摘
す
る
と

と
は
し
な
い

。

m
『
経
典
釈
文
明
文
淵
閣
有
宋
梨一
部
八
百
六
十
禁
乃
海
内
孤
本
也
後
為
銭

牧
斎
所
得
葉
林
宋

募
筆
工
謝
行
甫
影
写
一

本
絡
雲
之
火
宋
刻
遂
般
幸
有
副

本

流
伝
是
哲
種
子
得
以
不
絶
通
志
抱
経
両
刻
倶
奉
為
藍
本
』
(
経
典
釈
文
校

勘
記
・

孫
敏
修)

日

王
士
禎

「
居
易
録
巻
二
」 。

業
徳
郷

「
書
林

清

話

巻

六
」 。

長

沢

規

矩

也

「
書
誌
学
序
説
」

一

五
六
頁

。

花
房
英
樹

「
白
氏
文
集
の

批

判

的
研
究
」 。

原
因
程
成
「
貞
観
政
市立
を
通
じ
て
見
た
る
宋
刊
本
に
対
す
る
疑い」
(「
書
誌

学・
復
刊一
号L)
等。

ロ
例
え
ば
次の
如
き
諸
資
料に
は
経
典
釈
文
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い。

ot日
義
類・
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記 、
石
山
寺
本
大
般
若
経
音
義 、
石
山
寺

本
大般
若
経
字
抄

、

O
字
書
類
二崎
山
寺
本
家
隷
万
象
名
義 、
東
宮
切
韻
仲伏
文
(
中
村
環
八
「
神

7 
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古文尚書平安中j切点の字音注記の出典について

宮
文
庫
本
五
行
大
義
背
記
に
引
存
す
る
東
宮
切
韻
侠
文
に
つ
い
て」
に
よ

る)、
天
治
本
新
撰
字
鏡、
築
註
和
名
類
取市
抄、
図
者
向川
本
類
取指
名
義
抄《
法

翠
釈
文
よ
り
の
間
接
引
用一
条
あ
り
て
色
葉
字
類
抄、

O
類
書
類・
秘
府
略
(
巻
八
百
六
十
四・
八
百
六
十
八)、
世
俗
諺
文
上
巻、

明
文
抄
(
群
書
類
従)、
座
袋
(
日
本
古
典
会
集)、

O
注
蒋
書
類
明
遊
抄、
金
光
明
日収
勝
王
経
註
韓、
成
唯
識
論
述
記
序
稗、

四件
師事
詞
街
論
勘
注
(
以
上
大
正
新
修
大
蔵
経)、
上
宮
太
子
拾
遺
記、
聖
徳

太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
(
以
上
大
日
本
仏
教
全
書)、
仙
党
万
葉
集
註
稗
(
国

文
註
稗
全
書)、
料
日
本
紀
(
国
史
大
系)、

O
そ
の
他
医
心
方
(
日
本
古
典
全
集)、
香
字
抄、
草
稿
本
教
行
信
証、

日

六
朝
期
諸
家出什
義
の
特
徴
に
関
し
て
は、
坂
井
他一
氏
「
徐
燈
音
義
政
|

部
類
を
中
心
K
l」
(
東
洋
学
報)、
同
「
徐
選立目
義
の
声
類
K
つ
い
て
|
経

典
蒋
文
所
引
音
義
孜
|」
(
東
方
学
三
十
三
紛)
等
審
照。

は
と
れ
等
は、
通
志
堂
本
の
方
が
原
形
を
保
つ
も
の
で
あ
っ
て
敦
定
本
は
改

変
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る。
た
だ
石
塚
崎
通
氏
の
御
教
示
に
よ

れ
ば、
後
人
が
当
時
の
音
韻
体
系
に
近
づ
く
核
反
切
形
を
改
更
す
る
場
合
も

あ
り
得
る
と
言
わ
れ
る。

尚、
照食欲反
|石欲反
も
と
の
類
に
入
る
可
能
性
が
あ
る。
経
山内
制仲
文
と

同
じ
く
南
方式日
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
玉
篇
の
反
切
で
は
釆
母
と
祁

母
と
の
区
別
が
無
い
(『
万
象
名
義
中
之
原
本
玉
筒
音
系』
周
祖
談
「
問
学

集
上
巻」
所
収)。

日

小
林
芳
規
先
生
「

偲純一間一的
意新
訓
訟
の
国
語
史
的
研
究」
七
二
三
頁。

日

毛
詩
平
安
中
期
点・
漢
書
周
勃
列
伝
平
安
中
期
点・
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
点

の
塁
点
の
音
注
は
何
れ
も
反
切
も
し
く
は
同
音
字
注
で
あ
り、
角
怨
点
は
仮

名
も
し
く
は
和
風
の
同
音
字
注
の
み
で
あ
る。

口

康
照
字
曲聞
に
よ
れ
ば
「
咲〈
聞
と
は
「
笑」
の
古
文、
「〈叩〉」
は
「
笑」

の
俗
字
で
あ
る。
原
本
務
文
に
は
「
咲」
と
あっ
た
可
能
性
が
強
い。

問

磨
光
韻
鋭・
翻
切
門
法
第
三
笠
韻
に
『
故
直
以
切
字
為
帰
字
詞
之
先
鋭

如
玉1
出Ml
指l
南
掌
両
切
掌
指1
掌品川+
良
切
章
五l
韻l
集l
韻
切
結
切
切
:
雄

按
笠
声
畳
韻
二
門
領
容
用
此
翻
切
幾
希
失
索
作
翻
切
為
的枠
字
音
分
明
也
如
隻

声
下
字
mFA
韻
上
字
廼
所
音
稗
之
字
也
耳
用
問
字
稗
之
則
何
以
分
之
故
古
韻
書

用
此
籾
切
伎
開山
市間
後
世
孤
舎
眠刷
用
此
翻
切。
』
(
延
享
板
本・
訓
点
省
略)

と
あ
る。

四

ち
な
み
に、
⑬〈
犯〉、
@
話、
に
用
い
ら
れ
た
反
切
形
は
次
の
如
き
も
の

で
あ
る。

⑬〈
幻〉。
星
座
反
(
敦
燈
本一
例・
道
志
堂
本
十一
例)、
西
歴
反
(
辺
士山

堂
本一
例)、
思
歴
反
(
通士山
堂
本
二
例)。

⑧
話
胡
快
反
(
輿
福
寺
本一
例・
辺
志
堂
本
三
例)、
戸
快
反
(
辺士山
堂

本
四
例)o

m

注
目
引
用
書、
七
九
六
頁。

幻

注
目
引
用
舎、
二
八
頁。

幻

本
資
料
に
は
朱
の
声
点
(
圏
点
で
は
な
い)
が
全
巻
に
加
え
ら
れ
て
い

る。
経
典
咽仲
文
中
に
は
切
凱
系
航
替
と
塁間っ
た
声
調
を
持
つ
反
切
が
多
数
あ

る。
木
資
料
の
声
点
が
そ
れ
等
の
反
切
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
そ

の
休
系
も
自
ず
か
ら
切
韻
系
凱
舎
と
異っ
て
来
る
可
能
性
が
あ
ろ
う。
尚
本

資
料
の
声
点
は、
平・
平
軽・
上・
去・
入
戸
を
区
別
す
る
五
芦
体
系
で
は

な
い
か
と
考
え
る。

お
と
れ
等
諸
資
料
が
経
典
稗
文
か
ら
の
音
注
を
持
つ
こ
と
は
別
に
論
証
す
る

必
要
が
あ
る
が
こ
と
で
は
省
略
す
る。
但
し、
論
語
古
点
本
に
関
し
て
は、

新
美
保
秀
氏
が、
注
6
引
用
論
文、
及
び
「
我
国
古
伝
論
語
諸
古
写
本
に
寄
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入
ら
れ
た
論
語
稗
文
の
音
韻
学
的
性
格
と
価
値」
(「
斯
文」
第
廿
八
号)
に

お
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る。
尚、
ζ
れ
等
諸
資
料
引
用
の
経
典
明仲
文

は
必
ず
L
も
ほ
紗
本
系
ば
か
り
で
な
く
宋
刊
本
系
稗
文
も
合
ま
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
点
が
あ
る。

剖

現
行
の
尚
九世
田仲
文
と
孝
経
稗
文
が
他
の
粋
文
に
比
較
し
て
改
変
の
は
げ
し

い
事
は、
庇
紗
本
と
の
比
較、
古
点
本
書
入
れ
将
文
と
の
比
較
K
よ
っ
て
容

易
に
知
り
得
る。
参
考
ま
で
に
林〈
悶〉
氏
も
次
の
柿怖
に
説
い
て
い
る。
『
日

前
通
行
的
《
経
由州

脚立X
》
共
有
雨
前刊
板
本、
一
是
治
徐
乾
学
刻
的
通
芯
堂

本、
一
是
清
庭
文
招
刻
的
抱
経
堂
本、
両
本
五
有
優
劣、
由
子
歴
代
的
改
良

和
翻
刻、
ぺ一辺
両
一秘
本
子
都
己
透
不
円正
隆
氏
編
舎
時
的
本
来
面
白
了。
其
中
変

動
最
大
的
是
米
人
鼠
改
過
的
《
尚
書
育
英
》
和
《
孝
経
官
談
》、
例
如
《
尚

守
音
義
》
瓦
rA
下、
攻

切
削
士
成
反、
〈
M引
〉日
切
削叫
徒
山内
反、
《
切
飢
》

成
寄
晩
子
《
経
典
制作
文
》。

五
両
条
顕
然
是
后
人
加
進
去
的。』
(
「
陪
徳
明

的
経
典
斡
文」
中
国
詩
文
一
九
六
三
/一ニ)。

【後
記〕

本
稿
は
昭
和
四
十
三
年
秋
期
日川
話
学
会
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
加
筆
し
た

も
の
で
あ
る。
そ
の
際
御
教一
不
頂
い
た
石
塚
附
辺
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す。
又、
小
林
労
相刷
先
生
了
丙
谷
盟
七
郎
先
生
・
佐
々
木
峻
氏
か
ら
種
々
御
指

導
頂
き
ま
し
た。
更
に、
一
n一
成
杭
後、

馬
淵
和
夫
・
築
山
裕
・
山
閃
俊
雄
各

先
生
か
ら
蕊
々
の
御
教一
不
を
得
て、
不
備
を
納
わ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た。
記
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す。

||
広
島
大
学
大
学
院
学
生

||

特殊字表(本稿中に用いた特殊な漢字を本文中の符号に従いここに掲げる)
3
沈ハZv
悦F3v
九介4v
叩之介EV桜島
3
溌
3
M諒

s
ww
s
涼
G
苓
3
序
G
松川合v
貧
9
筆

会v
凝
3
登
3
金
G
れ知
GV
斜m
ay
綬
8
椴

合v
絞
ら
-花
av
湾、
ら
笛
去
ふ
河ハmv
明
会
棚ゆ

る
舛
令
汚
む
汚
av
仏川
急
持
a

r貌
会
俗

〈%v
h型
ち
迭
さ
荷nnv
ぽ
告し符
￡v
稔
G
也m

F
e
様件付v
-度内
令
官許・
4
…待
。
E
Q
数
9
笠

e
エぽ
e
荷
e
泉
ら
撃
ち
奏
会v
鈴
G
切

ら
循
Qv
ha
介口
元月
G
刑
G
荷
G
刺
G
L刺

G
孜
Gv
嘩
av
h救
合v
対
外
与
を
6
敗
6朴
W

C
峨滑
ら
緩
急
決
色-一4
T
O
苔
e-
竹
e
引

。、氏
6
皮
e-z
e
散
￡v
剣
8
公
av
光

会v
峯
av
産
台〉
差FUV麗践
のv
玄
G宮山〈む時え

GV
時特
〈
り
お
ち
忍
合
意
8
許川
合-v
払q
e
史

命v咲

ら
山間
G
一線
Av
孜食
Av
一巡
ら
努
命v
雨水
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QV
仲一絡
のv
AA川v
監
Qv
念
令
函
e
寄
ら山PR

3
菌)
4
え
E
え
b
司 i

L

孟小

2

Aド
HV、
L

Aわ
υv
A例
外
HV'
B
庁
h
μV

見川

冷川v
ι剛W
AF
川v
州
制
An
川V
右
宣

命
v
教
え

8

柊

仏
v

紅明

白v

厳

令

芳

命
v

称
件
。

腕川

令

峰

命v

必判

。

謬

ふ

み

G

樗

e
砂
時
A
ゆ

め匂

ふv
革
命v
拝ハ品v
泉
。
竣
命v
尖
命V
品率一爪

古文尚書平安中期点の字音注記の出典について




